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Ⅰ. 19年3⽉期 上半期業績

（単位︓億円）

17年4⽉
~17年9⽉

18年4⽉
~18年9⽉ 増減額 増減率

売上⾼ 1,634 1,674 +39 +2.4%

営業利益 132 160 +27 +20.6%

経常利益 142 163 +20 +14.6%

当期純利益 120 108 △11 △10.0%



期初予想から変更無し
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（単位︓億円）

18年3⽉期 19年3⽉期
（予想） 増減額 増減率

売上⾼ 3,366 3,450 +83 +2.5%

営業利益 346 370 +23 +6.9%

経常利益 362 375 +12 +3.3%

当期純利益 324 250 △74 △23.1%

Ⅰ. 19年3⽉期 通期業績予想
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Ⅱ. サービス提供型ビジネスについて

流通

⾦融

通信

■オムニチャネル⽀援
■ECトータル
アウトソーシング

■スマクラ
■CHOIS

■BankSavior
■MINEFOCUS
■FR2GO
■証券業務システム

■デジタルマーケティング

■課⾦・顧客管理システム

コミュニケーション

製造

ITインフラ・運⽤

基幹系他

■USiZE
■AMOサービス
■CarePlus

■PrimeTiaas
■コンタクトセンター

■ProActive
■FastAPP
■CELF

業界特化

共通基盤・サービス

■Pimacs
■atWill

17年9⽉期 340億円 → 18年9⽉期 360億円（＋6%）
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Ⅲ. ⾞載システム事業について

複雑化・⼤規模化する⾞載ソフトウェアを、品質を担保しながら⽣産性⾼く開発

SCSKの⾞載システム事業
①アプリ受託開発事業
②⾃社ソフトウェア開発・販売事業

・ECU基盤ソフトウェア(QINeS-BSW)及び関連サービスを⾃社開発
・顧客には、QINeS関連製品と、付随するSI（導⼊⽀援、アプリ開発）を提供

QINeS-BSW
(ECU基盤ソフトウェア)

QINeS
導⼊

⽀援(SI)

関連サービス

・教育
・プロセス
・開発ツール

マイコン

SI事業
製品販売アプリ受託開発

（SI・モデルベース開発）

①

②

⽇本の⾃動⾞業界のグローバル競争⼒強化に貢献

・QINeS-BSW︓
本事業において開発しているECU基盤ソフトウェア

・QINeS︓
high Quality INnovation in the ECU-based 
Software

・BSW︓
Basic SoftWare/ECUのOS含む基盤ソフトウェア
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Ⅳ. デジタル・トランスフォーメーション(DX)の
事業化推進について

■DX事業化委員会を⽴ち上げ

お客様とともに、あるいは、弊社独⾃に新たな
事業モデルを創出し、事業化へとつなげる役割を
担う全社横断的な組織を11⽉1⽇付けにて設置
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夢ある未来を、共に創る
お客様からの信頼を基に、共に新たな価値を創造し、

夢ある未来を拓きます。
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＜ 免責事項 ＞

・本資料は、当社グループの業績及びグループ事業戦略に関する情報の提供を⽬的としたものであり、
当社及び当社グループ会社の株式の購⼊や売却を勧誘するものではありません。

・本説明会及び資料の内容には、将来の業績に関する意⾒や予測等の情報を掲載することがありますが、
これらの情報は、資料作成時点の当社の判断に基づいて作成されております。よって、その実現・達成を
約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

・本資料利⽤の結果⽣じたいかなる損害についても、当社は⼀切責任を負いません。また、本資料の
無断での複製、転送等を⾏わないようにお願い致します。


